
1肇聡轟脇齢（毎月1・日発行）

　
一
ヨ
稲
辺
ヨ

　
在
ー
ー
ー
ー

繋
現
㎎
5
8
釧
5
。
鰍

の
日
診
ρ
ρ
診
月

ロ
ー
4
5
0
2
前

人
月
　
　
－
数
⇔

　
6
　
　
　
帯

　
一
男
女
計
世

畷41．。，』7昭和56年6／10〃α274
　　中魚沼郡川西町大字水ロ沢12番地（魯02576－8－3111）

発行　町長根津正三　編集総務課文書広報係　定価1部5円　印刷白南風社

新
緑
に
誘
わ
れ
て

広

　
先
月
二
十
四
日
、
二
六
公
園
の
山
開
き
（
ブ

ナ
林
祭
り
）
が
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
ブ
ナ
は
、
「
町
の
木
」
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

残
雪
の
中
で
も
力
強
く
芽
吹
い
て
、
今
が
新
緑

の
ま
っ
盛
り
で
す
。

　
訪
れ
た
人
た
ち
は
、
若
葉
に
囲
ま
れ
、
さ
わ

や
か
な
一
日
を
、
心
行
く
ま
で
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
．
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7月上旬の予定
条）院（中病条中5日
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鯵
レ

　
…
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第
六
回
町
議
会
臨
時
会
が
、
先
月
二
十
一
日
に
開
か
れ
て
い
ま

す
。
議
案
は
、
損
害
評
価
会
委
員
の
委
嘱
、
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
、
そ
れ
に
歴
史
民
俗
資
料
館
建
設
工
事
請
負
契
約
の
三

つ
で
し
た
が
、
い
ず
れ
も
同
意
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

損
害
評
価
委
員
に

　
　
　
　
　
　
　
十
三
人

　
農
業
共
済
条
例
で
損
害
評
価
会
を
置

く
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
損
害
評
価
会
は
、
共
済
事
故
に
関
す

る
損
害
の
防
止
と
認
定
に
つ
い
て
調
査

や
審
議
を
し
ま
す
が
、
委
員
は
、
学
識

経
験
者
の
中
か
ら
、
町
長
が
議
会
の
同

意
を
得
て
十
六
人
以
内
に
委
嘱
し
、
任

を
委
嘱

期
は
三
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
次
の
方
々
が
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
平
野
義
一
（
上
町
）
、
○
南
雲
幸
二

（
寺
尾
）
、
○
羽
鳥
力
夫
（
伊
友
）
、

○
今
井
誉
夫
（
上
野
）
、
○
水
品
正
一

郎
（
三
領
）
、
○
小
幡
正
徳
（
仁
田
）
、

○
丸
山
久
一
郎
（
根
深
）
、
○
高
橋
弥

太
郎
（
高
倉
）
、
○
登
坂
茂
（
岩
瀬
）
、

○
山
岸
真
治
（
霜
条
）
、
○
村
越
家
和

（
野
口
）
、
○
丸
山
賢
一
（
新
町
新
田
）
、

○
星
名
藤
一
（
伊
友
）

保険料は26万円が限度

国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正

で
主
な
も
の
は
、

保
険
料
の
賦
課
限

度
額
が
二
十
四
万

円
か
ら
二
十
六
万

円
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
の

減
額
に
つ
い
て
も

改
正
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
千
手
観
音
の
付
近
に
歴
史
民
俗
資
料

館
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
一
億
一
千
八
百
二
十
万
円
で
㈱
丸
山

工
務
所
が
請
負
い
ま
す
が
、
工
期
は
、

今
年
の
十
一
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
二
階
建
で
、

一
階
が
二
百
六
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
、

二
階
が
二
百
四
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル
で

す
。
収
容
す
る
資
料
は
、
考
古
出
土
品

二
千
百
八
十
点
、
民
具
二
千
百
五
十
点
、

絵
画
十
点
、
古
文
書
二
十
点
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
開
館
は
、
湿
気
が
抜
け
る
一
年
後
の

五
十
七
年
十
一
月
の
予
定
で
す
。
貴
重

な
資
料
の
保
護
の
た
め
、
し
ば
ら
く
お

待
ち
く
だ
さ
い
。

開館は来年11月の予定
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圃
資
料
提
供
者
（
敬
称
略
）

茂
野
耕
作
（
藤
沢
）
、
根
津
正
三
（
上

野
）
、
相
沢
史
紀
（
日
本
専
売
公
社
）
、

清
龍
寺
・
金
山
良
晃
（
霜
条
）
、
川

崎
信
夫
（
学
校
町
）
、
小
海
イ
ッ
（
霜

条
）
、
須
藤
茂
一
（
仁
田
）
、
田
村

俊
一
（
上
野
）
、
数
藤
彦
三
（
木
島

町
）
、
滋
野
定
良
（
野
口
）

幽
主
な
提
供
資
料
【
（
）
内
西
暦
】

　
・
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
ー
藤
沢
、

室
嶋
山
境
一
件
1
（
一
八
二
〇
年
）

　
・
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
－
上
野
、

祖
師
村
に
荷
継
問
屋
の
願
い
ー
（
一

八
三
四
年
）
・
た
ば
こ
の
話
あ
れ
こ

煮
、
・
往
来
一
札
之
事
（
一
八
一
一

年
）
・
小
海
姓
の
先
祖
調
査
、
・
人

力
車
営
業
届
（
一
八
九
八
年
）
・
中

国
語
会
話
、
・
戦
後
の
橘
地
区
公
職

者
名
簿

　
以
上
総
数
八
百
八
十
三
件

　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
月
末
日
）

川
西
町
の
昔
（
仮
称
）
発
刊

　
「
川
西
郷
土
読
本
」
と
い
う
と
、

少
年
少
女
時
代
の
遠
い
日
に
思
い
を

は
せ
る
人
が
少
な
く
な
い
。
軍
国
調

の
足
音
が
高
ま
っ
た
昭
和
十
四
年

（
一
九
三
九
）
に
、
そ
の
こ
ろ
川
西

郷
（
仙
田
村
、
真
人
村
、
橘
村
、
上

野
村
、
千
手
町
、
吉
田
村
）
の
先
生

方
で
組
織
し
て
い
た
中
魚
沼
郡
北
部

教
員
議
会
が
、
川
西
郷
の
歴
史
を
中

心
に
ま
と
め
て
発
刊
し
た
貴
重
な
教

科
書
で
あ
る
。

　
あ
す
の
川
西
を
担
う
少
国
民
が
真

に
郷
土
を
愛
し
、
忠
良
な
臣
民
に
な

っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
編
さ
ん

さ
れ
た
こ
の
本
は
、
い
ま
町
の
小
学

校
で
使
用
す
る
「
わ
た
し
た
ち
の
町
」

的
な
性
格
で
、
修
身
や
国
史
の
副
読

本
に
使
わ
れ
て
い
た
。
六
か
村
の
小

学
校
に
備
品
扱
い
で
配
布
さ
れ
授
業

の
と
き
は
先
生
が
錠
前
の
つ
い
た
箱

か
ら
出
し
て
児
童
に
一
冊
ず
つ
貸
与

し
、
学
習
後
は
ま
た
回
収
し
て
本
箱

に
格
納
し
た
。

　
校
外
持
出
は
厳
禁
で
そ
れ
は
た
い

せ
つ
に
扱
わ
れ
た
が
、
こ
の
本
を
貫

く
忠
君
愛
国
の
思
想
が
進
駐
軍
の
目

に
触
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
か
、
敗
戦

直
後
に
グ
ラ
ン
ド
の
片
す
み
で
残
ら

ず
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
市
販
も
さ

れ
な
か
っ
た
た
め
、
い
か
に
陵
か
し

く
て
も
今
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

ま
ぼ
ろ
し
の
本
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俺
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事業所統計調査に協力を

七
月
一
日
全
国
い
つ
せ
い
に
実
施

　
昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
と
な
ら
ん
で
国
の
最
も

基
本
的
な
統
計
調
査
で
あ
る
「
事
業
所
統
計
調
査
」

が
七
月
一
日
、
全
国
い
っ
せ
い
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
昭
和
二
十
二
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、

以
後
三
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
わ
が
国

の
経
済
活
動
の
基
礎
で
あ
る
事
業
所
の
実
態
を
全
国

な
ら
び
に
地
域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の

行
政
や
経
済
施
策
を
は
じ
め
、
民
間
で
は
事
業
計
画

を
立
て
る
際
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
対
象
と
な
る
の
は
、
会
社
、
工
場
、
商
店
、

病
院
、
学
校
の
ほ
か
、
官
公
庁
、
国
鉄
・
私
鉄
の
駅
、

ホ
テ
ル
．
旅
館
や
神
社
、
お
寺
に
い
た
る
ま
で
、
農

林
漁
家
を
除
く
全
国
約
六
百
三
十
万
の
事
業
所
で
す
。

　
六
月
下
旬
か
ら
調
査
員
が
事
業
所
を
訪
問
し
て
、

調
査
票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

o 6
口

事業所

統計調査〃

7月

　1日

俺　
こ
の
本
が
、
千
手
は
某
氏
の
計
ら

い
で
た
だ
一
冊
、
そ
れ
も
戦
争
の
部

分
を
切
り
取
ら
れ
て
ひ
そ
か
に
保
存

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
読
本
に
四
十
年

ぶ
り
で
対
面
で
き
た
の
は
、
町
史
の

編
さ
ん
が
始
ま
っ
て
ま
も
な
い
初
夏

の
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
青
年
学
級
生
の

吹
く
ラ
ッ
パ
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る

校
舎
で
、
先
生
の
熱
っ
ぽ
い
解
説
に

耳
を
す
ま
せ
、
胸
お
ど
ら
せ
て
活
字

を
追
っ
た
あ
の
日
の
記
憶
が
き
の
う

の
こ
と
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ
た
。

　
規
格
は
A
五
版
、
百
七
十
一
ぺ
ー

ジ
、
活
字
の
大
き
さ
は
国
定
教
科
書

な
み
で
あ
っ
た
。
あ
の
灰
色
の
時
代

に
一
度
で
も
読
ん
だ
こ
と
の
あ
る
人

は
、
次
の
目
次
か
ら
内
容
を
思
い
起

こ
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
は
な
い
か
。

　
①
信
濃
川
を
下
る
．
②
青
バ
ス
の

中
．
③
更
生
を
楽
し
む
村
．
④
正
平

の
昔
．
⑤
戊
申
戦
役
を
語
る
．
⑥
芋

坂
峠
の
戦
い
．
⑧
石
器
時
代
．
⑨
村

貴重な「川西郷土読本」

で
発
見
さ
れ
る
古
代
の
遺
物
．
⑩
千

手
発
電
所
見
学
記
．
⑫
隠
如
塚
の
由

来
．
⑬
真
人
ム
ジ
ナ
．
⑯
龍
馬
．
⑰

川
中
島
の
一
騎
打
．
⑱
繹
愚
禅
．
⑲

昼
間
の
あ
ん
ど
ん
．
⑳
・
同
僧
の
修
業

⑳
ノ
ミ
の
誉
．
⑳
満
州
建
国
の
礎
．

⑳
戦
地
か
ら
．
⑳
戦
友
の
手
紙
．
⑳

桜
の
木
．
⑳
十
七
夜
・
そ
の
一
、
そ

の
二
、
そ
の
三
．
⑫
鳥
追
ひ
．
⑳
盆

踊
り
．
⑭
伸
び
行
く
村
．
⑳
銃
後
の

華
．
⑯
田
植
唄
．

　
町
史
の
編
さ
ん
に
携
わ
っ
て
み
て
、

会
報
、
機
関
紙
、
調
査
報
告
書
、
新

聞
紙
上
な
ど
に
も
、
す
ぐ
れ
た
文
献

が
た
く
さ
ん
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
っ
た
。
仙
田
村
小
前
騒
動
、
上

野
の
大
工
殺
し
、
仁
田
の
薬
師
堂
、

如
意
庵
の
ボ
ン
字
碑
、
千
手
の
昔
物

語
、
波
多
岐
庄
と
妻
有
庄
、
悲
し
い

正
月
、
江
戸
へ
逃
げ
た
、
善
光
寺
街

道
を
求
め
て
、
な
ど
が
あ
る
。

　
ど
れ
も
、
川
西
町
に
は
こ
ん
な
事

実
や
語
り
草
が
あ
っ
た
の
か
と
驚
く

資
料
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
ま
ま
埋

め
て
お
く
の
は
惜
し
い
が
、
か
と
い

っ
て
町
史
に
収
録
す
る
だ
け
の
余
裕

も
な
い
。
そ
こ
で
、
川
西
町
史
編
さ

ん
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
を
機

会
に
、
調
査
関
係
者
の
所
感
等
や
川

西
郷
土
読
本
の
抜
粋
も
含
め
て
、
川

西
町
の
昔
（
仮
称
）
特
集
版
を
刊
行

す
る
こ
と
に
し
た
。
発
刊
は
十
一
月
、

希
望
者
に
は
実
費
（
一
冊
千
円
）
で

頒
布
の
予
定
で
あ
る
。
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交通死亡事故仰
亀

○（ン楼達

小
山
安
協
会
長
の
あ
い
さ
つ

論鵜離事
欝

～町民の努力できずこう交通安全町～

　
町
内
で
の
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
三
百
日
を
達
成
し

た
先
月
二
十
五
日
、
総
合

セ
ン
タ
ー
で
達
成
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
優
良
無
事

故
運
転
者
表
彰
式
も
い
っ

し
ょ
に
行
わ
れ
、
八
十
七

人
の
受
章
者
は
、
交
通
対

策
協
議
会
や
交
通
安
全
協

会
な
ど
の
人
た
ち
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
交
通
事

故
の
な
い
明
る
い
川
西
町
と
な
る
よ
う
、

念
じ
て
い
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
　
「
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

三
百
日
達
成
の
今
日
を
胸
に
き
ざ
み
、

さ
ら
に
決
意
を
新
た
に
し
て
、
交
通
事

被表彰者代表・小林義春さん

故
の
絶
無
の
た
め
に
努
力
す
る
」
と
宣

言
し
て
い
ま
す
。

　
五
百
日
の
達
成
目
標
日
は
、
今
年
の

十
二
月
十
一
日
で
す
。
川
西
町
の
記
録

と
し
て
は
、
五
十
一
年
四
月
二
十
四
日

の
千
二
百
九
十
八
日
が
あ
り
ま
す
。

　　川西町交通安全協会役員
　　　　　　　　　　任期56．4．1～58．3．31

◆本部役員　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

役職名 氏　　　　　名

会　　長 小山美智真

副会長 竹口武治、丸山一徳、藤田隆策

常任理事 平野正義、小林功七

幹　　事 藤田隆策

（敬称略）◇支部役員

　　区分役職名 千手支部 上野支部 橘支部 仙田支部

支部長 平野正義 竹口武治 丸山一一徳 小林功七
副支部長 藤田隆策 星名多一 野沢　茂 江口忠夫

〃 高橋寅義 高橋　弘 山口　清 南雲茂男

川
西
町

交
通
指
導
員

　
任
期
56
．
4
．
1

　
　
　
～
5
8
・
3
・
3
1

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

小
林
健
三

清
水
正
昭

上
村
英
雄

押
木
貢

内
山
慶
一

山
家
文
夫

南
雲
瑞
男

登
坂
繁
夫

増
田
寿

小
林
ト
シ

小
林
久
子

（
木
島
町
）

（
山
野
田
）

（
上
野
）

（
元
町
）

（
新
町
新
田
）

（
木
落
）

（
中
仙
田
）

（
岩
瀬
）

（
室
島
）

（
中
島
町
）

（
木
島
町
）

「
き
〆
ん

フは’為

一

2
塾
寛
く
ー
し
j

　
D

こ
ん
な
と
き

　
　
こ
ん
な
年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
齢
、
ケ
ガ

や
病
気
、
ま
た
は
死
亡
に
よ
っ
て
国

民
の
経
済
生
活
が
損
な
わ
れ
る
こ
と

を
、
国
民
の
共
同
連
帯
に
よ
っ
て
防

止
す
る
の
が
目
的
で
す
。

　
加
入
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
保
険
料

を
拠
出
し
て
、
万
一
の
事
故
な
ど
が

起
き
た
と
き
に
、
生
活
の
支
え
と
し

て
、
年
金
を
受
け
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
に
は
、
次
の
七
種
類
の

給
付
が
あ
り
ま
す
。

○
老
齢
年
金
　
二
十
五
年
（
昭
和
五

　
年
四
月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人

　
は
、
そ
の
人
の
生
年
月
日
に
応
じ

寡婦年金

璽隙攣

金年
　
　
　
　
，
．

齢老
　
・
c

w

十
年
か
ら
二
十
四
年
に
短
縮
さ
れ

　
て
い
ま
す
）
以
上
保
険
料
を
納
め

　
た
人
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と
き
。

○
通
算
老
齢
年
金
　
他
の
年
金
制
度

　
の
加
入
期
間
と
国
民
年
金
の
保
険

料
を
納
め
た
期
間
を
合
わ
せ
て
二

十
五
年
（
昭
和
五
年
四
月
一
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
は
、
老
齢
年
金

　
と
同
じ
に
短
縮
さ
れ
ま
す
）
以
上

　
あ
る
人
が
六
十
五
歳
に
達
し
た
と

　
き
。

○
障
害
年
金
　
一
定
の
保
険
料
を
納

　
め
て
い
る
人
が
障
害
者
と
な
っ
た

　
と
き
。

○
母
子
年
金
　
一
定
の
保
険
料
を
納

簗灘
　
　
一

墨
y
膠
卜

　
　
、

召

塾

準母子年金

臨

障障害年金

母子年金

聯

瀞

　　　膚／罪国民年金・叙《

国民年金には、こんな年金があります。

南

　
め
て
い
る
妻
が
夫
と
死
別
し
、

十
八
歳
未
満
の
子
を
抱
え
て

　
い
る
と
き
。

○
準
母
子
年
金
　
一
定
の
保
険

料
を
納
め
て
い
る
祖
母
や
姉

　
が
、
男
の
子
、
父
な
ど
と
死

別
し
た
と
き
に
、
十
八
歳
未

満
の
孫
や
弟
妹
を
抱
え
て
い

　
る
と
き
。

○
遺
児
年
金
　
十
八
歳
未
満
の

子
が
、
一
定
の
保
険
料
を
納

　
め
て
い
る
父
ま
た
は
母
と
死

　
別
し
、
遺
児
と
な
っ
た
と
き
。

○
寡
婦
年
金
　
老
齢
年
金
を
受

　
け
る
資
格
期
間
を
満
た
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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隔
徳
「
野
鳥
の
声
」
と

献

亀
．
「
獣
の
姿
」
を
た
い
せ
つ
に

　
最
近
、
違
法
に
「
ワ
ナ
」
等
を
使
い

野
生
鳥
獣
を
捕
獲
し
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
こ
れ
は
法
律
に
違
反
し
、
罰
則
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
野
生
鳥
獣
が
住
む
こ
と

は
、
貴
重
な
自
然
環
境
の
真
の
姿
で
す

が
、
自
然
の
破
壊
や
汚
染
、
心
な
い
人

た
ち
の
捕
獲
な
ど
に
よ
っ
て
、
年
々
そ

の
数
が
減
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
人
間
に
と
っ
て
も
不

健
康
な
住
み
に
く
い
環
境
に
な
る
こ
と

を
意
味
し
ま
す
。
　
「
野
鳥
の
声
」
と

「
獣
の
姿
」
こ
れ
は
み
ん
な
で
た
い
せ

つ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
自
然
環
境

の
指
標
で
す
。

　
よ
り
よ
い
自
然
環
境
を
保
全
す
る
た

　
　
　
　
　
め
次
の
こ
と
を
お
願
い
し

　
　
　
　
　
ま
す
。

　
　
　
　
　
○
狩
猟
免
許
（
甲
種
）
の

　
　
　
　
　
　
な
い
人
は
、
タ
ヌ
キ
、

　
　
　
　
　
　
イ
タ
チ
、
ウ
サ
ギ
な
ど

　
を
捕
獲
猟
具
（
ト
ラ
バ
サ
ミ
等
）
を

　
用
い
て
捕
獲
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

o
春
先
は
た
い
せ
つ
な
繁
殖
の
時
期
で

　
す
。
野
生
鳥
獣
の
ヒ
ナ
、
卵
な
ど
は

　
い
っ
さ
い
捕
獲
、
採
取
し
て
は
い
け

　
ま
せ
ん
。

○
野
生
鳥
獣
を
飼
う
こ
と
は
、
原
則
と

　
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
詳
し

　
い
こ
と
は
保
健
所
へ
。

○
こ
れ
ら
の
事
実
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

警
察
署
（
派
出
所
、
駐
在
所
）
、
保

健
所
、
県
鳥
獣
保
護
員
に
連
絡
く
だ

　
さ
い
。

○
川
西
町
担
当
の
県
鳥
獣
保
護
員
は
、

上
野
の
中
嶋
増
三
さ
ん
（
魯
八
ー
二

七
五
〇
）
で
す
。

　
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
”

梅
雨
ど
き
で
す

　
　
　
郵
便
局
か
ら
の
お
願
い
…

　
郵
便
局
で
は
、
雨
の
日
に
郵
便
物
を

配
達
す
る
と
き
は
、
ぬ
れ
た
り
、
汚
れ

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
十
分
注

意
し
て
い
ま
す
が
、
郵
便
を
利
用
す
る

方
も
、
梅
雨
ど
き
に
は
次
の
点
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

☆
筆
記
用
具

　
郵
便
物
の
あ
て
名
書
き
な
ど
に
使
用

す
る
筆
記
用
具
は
、
雨
で
に
じ
ま
な
い

ボ
ー
ル
ペ
ン
や
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
を
使
っ

て
く
だ
さ
い
。

☆
郵
便
受
箱
の
設
置

　
郵
便
物
が
雨
で
ぬ
れ
な
い
よ
う
、
郵

便
受
箱
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
は
、
通
路
・

玄
関
．
郵
便
受
箱
か
ら
離
し
て
つ
な
い

で
お
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

鯉
畿
蟻

無線機は免許を

受けて使いましょう

　
　
　
　
。
手
許
局
を
す
販
務
務
務
で
れ
あ

◎
う
す
勝
免
線
信
ま
◎
業
事
事
合
こ
が

トランシーバー（無線機）を使

ときは、無線局の免許が必要で

、免許を受けないで各人が自由

1トに電波（不法電波）を出すと、

窪を受けて正しく使っている無

苛の通信やテレビ・ラジオの受

を妨害してみんなの迷惑になり
す。

反売業務、サービス業務、運送

勢などを行うために、自動車や

勢所に無線機を設置して簡易な

芳の打ち合わせや連絡を行う場

歪も無線局の免許が必要です。

τに違反すると処罰される場合

うります。

べ　
い
る
夫
が
、
年
金
を
受
け
る
こ
と

　
な
く
死
亡
し
た
場
合
、
妻
に
六
十

　
歳
か
ら
六
十
五
歳
ま
で
の
間
支
給
。

　
国
民
年
金
は
、
こ
の
よ
う
に
事
故

が
発
生
し
た
と
き
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ

れ
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
と
き
に
自
動
的
に
支
給

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
年
金
を
受
け

る
権
利
の
あ
る
人
た
ち
の
請
求
に
基

づ
い
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　
年
金
を
受
け
る
権
利
が
あ
り
な
が

ら
、
ま
だ
請
求
を
し
て
い
な
い
方
は

い
ま
せ
ん
か
。
国
民
年
金
の
請
求
の

こ
と
な
ど
、
詳
し
く
は
役
場
国
民
年

金
係
ま
た
は
長
岡
社
会
保
険
事
務
所

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
●
●
●
●
●
o
●
●
●
o
■
●
■
●
●
o
●
●
●
o
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
o
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
o
●
●
●
●
●
．
●
●
●
9

児
童
手
当
の
　
　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
方
は
印
鑑
の
み
を
持
参
し

　
　
振
り
込
み
と
現
況
届
を
　
て
・
六
月
三
＋
日
ま
で
に

　
六
月
十
日
は
、
二
月
分
か
ら
五
月

分
ま
で
の
児
童
手
当
の
振
り
込
み
で

す
。
個
人
あ
て
の
通
知
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
各
自
指
定
し
た
金
融
機
関

で
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
六
月
は
児
童
手
当
受
給
者

の
現
況
届
の
月
で
す
。
六
月
一
日
現

在
、
社
会
保
険
に
加
入
の
方
は
健
康

保
険
証
か
厚
生
年
金
証
書
と
印
鑑
、

役
場
年
金
係
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、
所
得
関
係
の
調
査
も
行
い

ま
す
。

　
こ
の
届
け
が
な
い
と
六
月
分
以
降

の
手
当
の
支
給
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
。
対
象
児
童

の
う
ち
、
転
出
さ
れ
て
い
る
児
童
に

つ
い
て
は
、
転
出
先
か
ら
住
民
票
を

取
り
寄
せ
て
か
ら
お
い
で
く
だ
さ
い
。

地
震
体
験
車

　
　
　
「
な
ま
ず
号
」
来
町

　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
で
は
、

新
潟
県
所
有
の
起
震
車
「
な
ま
ず
号
」

を
七
月
八
日
か
ら
十
七
日
ま
で
借
り
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
へ
は
、
七
月
十
三
日
と
十
四
日
の

二
日
間
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。
主
に

婦
人
の
方
や
中
学
校
の
生
徒
た
ち
か

ら
地
震
の
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
、
災

害
防
止
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
す
る
予

定
で
す
。

表程日
｝

期日 時　　聞 会場
7月13日 午前9：30～11：30 総合センター前

〃 午後1：00～3：00 川西中学校前

〃 〃　3　：3〔）～5　：00 農協本所駐車場

7月14日 午前9：30～11二30 橘保育園前
〃 午後1：3〔）～3：30 仙田小学校前
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「
こ
う
ほ
う
ひ
ろ
ば
」
の
欄
を
設
け

て
か
ら
三
か
月
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
町
政
ポ
ス
ト
」
や
直
接
総
務
課
の

広
報
担
当
あ
て
に
来
る
皆
さ
ん
の
ご
意

見
、
ご
希
望
な
ど
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
ズ
ウ
ー
と
続
け

て
い
け
る
よ
う
、
ち
ょ
っ
と
し
た
話
題

で
も
け
っ
こ
う
で
す
の
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
　
（
電
話

八
－
三
二
一
番
、
有
線
ニ
ニ
一
二
番

の
広
報
担
当
へ
）

▲
町
政
ポ
ス
ト
か
ら

小
根
岸
の
庚
申
塔

　
町
の
文
化
財
に
指
定
を

　
小
根
岸
の
庚
申
供
養
塔
は
、
慶

安
三
年
（
一
六
五
〇
）
に
建
立
さ

れ
た
も
の
で
、
中
魚
沼
郡
・
十
日

町
市
内
で
は
、
最
も
古
い
も
の
と

聞
い
て
い
ま
す
。

　
学
識
者
で
調
査
の
う
え
「
川
西

町
の
文
化
財
」
に
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
海
正
太
郎
さ
ん
（
小
根
岸
）
よ
り

r
I
　
o
　
l
　
匹
　
9
　
1
　
．
　
I
　
o
　
o
　
一
　
匹
　
l
　
l
　
o
　
o
　
『
　
l
I
　
o
　
o

現
在
検
討
中
で
す

　
文
化
財
調
査
審
議
会
で
は
、
毎
年
、

町
内
に
存
在
す
る
文
化
財
的
要
素
の
あ

一

る
物
件
に
つ
い
て
、
調
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
、
そ
の
物
件
の

指
定
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
見
い
だ

し
、
ま
た
、
他
の
も
の
と
も
比
較
し
た

う
え
で
、
県
な
ど
の
指
導
も
得
て
、
は

じ
め
て
指
定
文
化
財
と
し
て
決
め
ら
れ

ま
す
。

　
小
根
岸
の
庚
申
供
養
塔
も
、
数
年
前

か
ら
調
査
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

文
化
財
指
定
に
つ
い
て
は
、
現
在
文
化

財
調
査
審
議
会
で
検
討
中
で
す
。

　
町
の
指
定
文
化
財
は
、
次
の
十
六
と

な
っ
て
い
ま
す
。

○
節
黒
城
祉
、
○
元
町
諏
訪
神
社
の
親

子
杉
、
○
長
徳
寺
の
板
碑
、
○
鶴
吉
釈

迦
堂
の
板
碑
、
o
山
田
観
音
堂
の
板
碑
、

○
坪
山
神
社
板
碑
、
○
月
見
ケ
原
公
園

板
碑
、
○
友
重
行
者
堂
板
碑
、
○
北
田

如
意
庵
板
碑
、
○
水
品
忠
雄
家
板
碑
、

「
青
袋
」
は
泣
い
て

　
　
　
　
　
　
金
子
鉄
平
さ
ん
（
元
町
）

　
　
私
が
一
言
い
い
た
い
こ
と
は
、
残
飯

　
○
山
岸
真
治
家
板
碑
、
○
田
村
伸
夫
家

　
板
碑
、
○
清
水
英
夫
家
板
碑
、
○
丸
山

　
高
夫
家
板
碑
、
○
村
越
　
勝
家
板
碑
、

　
○
干
手
観
音
堂
の
仁
王
門
・
仁
王
像

　
　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

ぜ

　
灘
鎌
　

…
還
な
ま
た
衛
生
係
で
も
な
い
の
で

愛読書を1，000冊
　　江ロさんからの贈り物
　東京・調布市にお住いの江口常平さん
（小白倉出身）は、公民館へ1，000冊も

の本を贈ってくださいました。

　江口さんが愛読していたもので、六法
全書や小説、中には児童図書などもあり
ました。

　本のほか、庭木もちょうだいしていま
す。

　
　
　
　
　
　
い
え
ま
せ
ん
。

い
る
　

な
ぜ
、
青
袋
を
使
わ
な

　
　
　
　
　
　
い
の
で
し
ょ
う
か
。
買
わ

の
便
り
　
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ど

回
覧
で
注
文
を
と
る
必
要
も
な
い
と
思

　
い
ま
す
。

　
　
決
ま
り
が
あ
る
の
な
ら
、
き
ち
ん
と

守
り
た
い
も
の
で
す
。

　
　
ま
た
、
日
に
ち
を
ま
ち
が
う
人
が
い

　
て
困
り
ま
す
。
ネ
コ
や
ヵ
ラ
ス
が
来
て

　
た
い
へ
ん
で
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

を
願
い
ま
す
。

　
　
空
き
カ
ン
の
投
げ
捨
て
も
目
だ
ち
ま

　
　
　
　
　
ん
な
袋
で
も
よ
い
の
な
ら
、

　
　
　
　
　
　
態
灘
澱

》
『
こ
の
「
江
口
文
庫
」
　
（
仮
称
）
は
、

総
合
セ
ン
タ
ー
や
分
館
を
巡
回
さ
せ
、

一
人
で
も
多
く
の
人
か
ら
ご
利
用
い
た

だ
き
た
い
』
。
と
金
子
公
民
館
長
。

す
。
自
分
で
飲
ん
だ
も
の
は
自
分
で
し

ま
つ
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　
ぜ
ひ
「
青
袋
」
の
使
用
を

　
町
で
あ
っ
せ
ん
し
て
い
る
青
袋
は
、

た
い
へ
ん
じ
ょ
う
ぶ
に
で
き
て
い
ま
す
。

残
飯
や
野
菜
く
ず
な
ど
は
、
青
袋
を
使

う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
収
集
の
方
も
破
れ
に
く
い
た
め
、
取

り
扱
い
に
気
を
つ
か
う
必
要
が
な
く
な

り
ま
す
。

　
　
ゴ
、
、
・
は
収
集
日
の
朝
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。
　
　
　
　
　
（
健
康
管
理
室
）

噌
　
■
　
l
　
l
　
－
　
9
　
酢
　
l
　
l
　
l
　
l
　
‘
　
l
　
O
　
1
　
0
　
9
　
1
　
0
　
0
　
巴
　
l
　
I
　
曹
　
I
　
O
　
，
　
唇
　
I
　
O
　
ー
　
量
　
l
e
　
I
　
I
　
I
　
O
　
暇
　
酢
　
l
　
I
　
量
　
e
　
1

…
水
ば
し
ょ
う
祭
り

…
　
野
口
の
水
ば
し
ょ
う
祭
り
は
、
先
月

…
十
七
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
花
は
ち
ょ

皿
っ
と
遅
め
で
し
た
が
、
訪
れ
た
人
た
ち

…
は
、
水
ば
し
ょ
う
汁
に
舌
鼓
1
。
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ゆ
、
っ
あ
い
婁
町
、

aア警

　
次
の
日
程
で
、
献
血
車
ゆ
う
あ
い
号

が
来
町
し
ま
す
。
十
六
歳
か
ら
六
十
五

歳
ま
で
の
健
康
の
人
な
ら
ど
な
た
で
も

献
血
で
き
ま
す
の
で
、
．
こ
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

藁
拓
動
肇
郵
蔑
義
石

だ
れ
に
で
も

自
慢
で
き
る
ふ
る
さ
と

　
ふ
る
さ
と
は
、
今
ど
ん
な
様
子
を
し

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

　
田
植
え
の
終
わ
っ
た
田
は
、
薄
緑
色

に
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
苗
は
や
が

て
訪
れ
る
梅
雨
に
な
る
と
、
い
っ
そ
う

す
く
す
く
伸
び
る
だ
ろ
う
。
長
福
寺
裏

の
ブ
ナ
林
は
、
も
う
緑
を
濃
く
し
て
い

る
だ
ろ
う
か
ー
。

　
川
西
中
学
校
を
卒
業
す
る
と
町
を
離

れ
た
。
都
会
の
生
活
に
あ
こ
が
れ
た
の

で
あ
る
。
町
を
出
た
理
由
が
も
う
一
つ

あ
っ
た
。
毎
年
五
か
月
間
も
雪
の
中
に

閉
じ
込
め
ら
れ
る
の
が
い
や
だ
っ
た
。

　
雪
は
、
ス
キ
ー
を
楽
し
む
人
に
は
良

い
が
、
そ
の
中
で
暮
ら
す
人
に
は
や
っ

か
い
き
わ
ま
り
な
い
。
目
に
は
美
し
い

が
、
深
く
積
も
れ
ば
生
活
の
防
げ
と
な

る
。
　
雪
が
降
り
始
め
る
と
、
春
が
く
る
の

を
い
つ
も
待
ち
望
ん
だ
。
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

　
千
葉
県
沼
南
町
小
林

の
つ
ぼ
み
の
ふ
く
ら
み
、
土
の
中
か
ら

や
っ
と
頭
を
出
す
フ
キ
ノ
ト
ウ
た
ち
を

待
っ
て
い
た
。
雪
が
し
だ
い
に
消
え
て

い
く
の
を
見
る
と
、
な
ん
と
も
い
え
ぬ

開
放
感
に
な
る
。
こ
の
気
持
ち
は
、
雪

国
で
育
っ
た
人
だ
け
に
し
か
わ
か
ら
な

い
だ
ろ
う
。

　
雪
の
積
も
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
住
ん
で
二

十
年
に
な
る
。
ふ
る
さ
と
で
過
ご
し
た

の
は
十
五
年
だ
っ
た
。
う
っ
か
り
す
る

と
雪
を
美
化
し
て
し
ま
う
。
た
と
え
ば
、

新
雪
を
ふ
か
ふ
か
で
あ
っ
た
か
い
も
の

に
思
う
。
そ
の
中
に
す
っ
ぽ
り
身
を
埋

め
た
い
と
感
じ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

雪
は
や
っ
ぱ
り
冷
た
い
。
触
わ
る
と
指

が
か
じ
か
む
。
人
間
の
活
動
を
鈍
ら
せ

る
や
っ
か
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
変
わ

り
な
い
。

　
こ
の
冬
は
、
三
十
余
年
ぶ
り
の
大
雪

と
な
り
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し
は
十
回
ほ

○
期
日

O
場
所

六
月
十
二
日
（
金
）

橘
出
張
所
・
午
前
十
時
か
ら

十
一
時
五
十
分
ま
で

上
野
連
絡
所
・
午
後
一
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で

ナ手

噸
孝〃　，　ロ　9・o　●9，　ロじ　し　じ　■．●　●　　　し　9●　o■o　の　　ロ　　　じ　じ零

・
出
　
身
　
寺
　
尾

・
離
町
昭
和
3
7
年

健
次
さ
ん
（
三
＋
四
歳
）

．
’
頓
’
丼
』

ど
に
及
ん
だ
と
聞
い
た
。
こ
の
大
雪
が

稲
作
に
与
え
る
影
響
が
心
配
で
あ
る
。

　
た
ま
に
ふ
る
さ
と
へ
帰
る
。
帰
る
た

び
に
と
ま
ど
う
。
道
で
遊
ぶ
子
供
た
ち

を
見
て
も
、
ど
こ
の
家
の
子
か
わ
か
ら

な
い
。
町
を
行
く
若
い
人
た
ち
を
見
て

も
、
幼
年
時
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
る
の

が
難
し
い
。

　
こ
れ
に
対
し
、
町
並
み
は
総
じ
て
変

化
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
私
に
は
う
れ

し
い
。
も
と
よ
り
川
西
町
の
発
展
を
願

っ
て
い
る
が
、
町
全
体
が
妙
に
変
わ
っ

て
ほ
し
く
な
い
。
町
を
離
れ
て
暮
ら
す

者
の
勝
手
な
考
え
か
も
知
れ
な
い
が
。

　
川
西
町
は
、
帰
る
た
び
に
ホ
ッ
と
さ

せ
て
く
れ
る
町
だ
。
た
ん
に
ふ
る
さ
と

で
あ
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
は
な
い
。

争
い
ご
と
も
少
な
く
常
に
落
ち
着
い
た
、

こ
ま
や
か
な
人
情
あ
ふ
れ
る
町
で
あ
る
。

ふ
る
さ
と
を
だ
れ
に
で
も
自
慢
で
き
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　もロ　　　　　　　　　　　　　識　　　　　妻櫓
撚　　　　磁　　『　妻簾r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郡

わ
し
の
　
　
襯
、

　
　
　
　
　
　
自
曝
凧
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
謡
騒

釜
雛
慈
．
酵
潔
濠
覧
愚
鐸
輩
岬
禽
論
轟
驚

　
　
田
中
さ
ん
の
ス
ゲ
細
工
「
ぶ
ん
ぶ

　
く
茶
が
ま
」
は
、
方
々
で
大
も
て
で

　
あ
る
。

　
　
東
京
へ
出
た
人
た
ち
も
、
ど
こ
か

　
ら
か
聞
き
つ
け
、
帰
っ
て
く
る
と
、

　
こ
の
郷
土
民
芸
と
も
い
え
る
田
中
さ

　
ん
の
ス
ゲ
細
工
を
土
産
に
し
て
い
く
。

　
　
五
月
の
連
休
に
は
、
こ
う
し
た
大

　
勢
の
人
た
ち
か
ら
頼
ま
れ
、
と
て
も

　
本
業
の
野
良
仕
事
ど
こ
ろ
で
は
な
か

　
っ
た
ら
し
い
。

　
　
大
き
な
ぶ
ん
ぶ
く
茶
が
ま
（
写
真
）

　
は
、
今
年
に
な
っ
て
か
ら
作
り
は
じ

　
め
た
と
の
こ
と
。
一
生
懸
命
に
や
っ

　
て
も
ま
る
ま
る
二
日
は
か
か
る
そ
う

　
で
あ
る
。

　
　
　
「
ス
ゲ
を
細
か
く
裂
く
だ
け
で
も

　
一
日
か
か
っ
ち
ゃ
い
ま
す
」

　
　
針
を
使
っ
て
糸
の
よ
う
に
裂
く
の

　
で
あ
る
。

スゲ細工の

「ぶんぶく茶がま」

　　　　大もて

小白倉田中トヨさん

　
「
忙
し
い
と
き
は
、
家
中
が
ス
ゲ

だ
ら
け
に
な
っ
ち
ゃ
い
ま
す
」

　
忙
し
い
と
い
っ
て
も
茶
の
間
で
作

業
を
す
る
の
で
家
族
と
の
団
ら
ん
は

保
て
る
と
い
う
。

　
「
テ
レ
ビ
は
聞
く
だ
け
で
す
」

　
ぶ
ん
ぶ
く
茶
が
ま
の
い
ち
ば
ん
難

し
い
と
こ
ろ
は
、
顔
つ
き
と
茶
が
ま

の
丸
み
と
の
こ
と
。

　
ミ
ニ
の
わ
ら
じ
や
ぞ
う
り
、
ス
ッ

ポ
ン
な
ど
は
、
作
り
始
め
て
か
ら
も

う
七
年
に
も
な
る
。
き
っ
か
け
は
、

白
倉
小
学
校
の
百
年
祭
の
と
き
、
近

所
の
人
が
ぞ
う
り
や
わ
ら
じ
を
作
っ

て
い
る
写
真
を
見
て
か
ら
と
い
う
。

　
「
子
供
の
こ
ろ
か
ら
、
自
分
の
は

き
物
は
自
分
で
作
っ
て
い
た
の
で
、

そ
う
面
倒
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
、
、
・
二
か
ん
じ
き
も
作
る
が
、
今
年

は
豪
雪
だ
っ
た
た
め
、
か
ん
じ
き
を

い
た
め
た
人
が
多
く
、
修
理
も
か
な

り
頼
ま
れ
た
そ
う
で
あ
る
。

　
「
家
族
み
ん
な
が
協
力
し
て
く
れ

ま
す
の
で
」
。
と
ニ
ッ
コ
リ
。

「手元にはこれだけ」と田中さん
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公民館だより
6月と7月上旬の社会教育日程表

期日 学級講座名 学習時問 会　場

6月12日 三箇高齢者学級 午後1：30～ 三箇公民館

〃 田中家庭教育学級 〃8：00～ 田中公民館

6・13 上野　　〃 〃8：00～ 上　野分館

6・15橘高齢者学級 〃2：00～ 橘　分　館

6・17仙田婦人学級 〃8：00～ 中仙田集会所一

6・18 中仙田高齢者学級 〃1：30～ 中仙田公民館

〃 千手婦人学級 〃8：00～ 総合センター

6・19 赤谷高齢者学級 〃1：30～ 赤谷集落センター

6・20橘家庭教育学級 〃8：00～ 橘　分　館

6・麗 千手高齢者学級 〃1：30～ 総合センター

6・23 白倉　　〃 〃1：30～ 臼倉公民館

〃 木落家庭教育学級 〃8：00～ 木落公民館

6・餌橘婦人学級 〃8：00～ 橘　分　館
6・25 上野高齢者学級 〃1：30～ 上　野分館

6・鉾 視聴覚映写技術講習会 午前9：00～ 総合センター

6・29上野婦人学級 午後8：00～ 上　野分館

6・30 はたちの講座 〃8：00～ 総合センター

7・1 〃 〃8：00～ 〃

7・3 中仙田家庭教育学級 〃8：00～ 中仙田集会所

7・5 青　年　学　級 〃8：00～ 総合センター

7・6 赤岩家庭教育学級 〃8：00～ 岩瀬公民館

7・7 新町　　〃 〃8：00～ 新「1公民館

7・8 白倉　　〃 〃8：00～ 白倉公民館

7・10 木落高齢者学級 〃1：30～ 木落公民館

〃 田中家庭教育学級 〃8：00～ 田中公民館

警
察
官
の
募
集

今
秋
十
月
と
明
春
四
月
採
用
の
新
潟

県
男
子
警
察
官
A
（
大
学
卒
）
の
採
用

試
験
が
、
次
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

○
採
用
予
定
人
員

　
A
特
別
試
験
　
十
月
採
用
約
三
十
人

　
A
　
試
　
験
　
四
月
採
用
約
三
十
人

○
受
付
期
間
　
六
月
十
日
か
ら
七
月
八

日
ま
で

○
第
一
次
試
験
　
七
月
二
十
六
日
（
日
）

新
潟
市

○
第
二
次
試
験
　
八
月
下
旬
新
潟
市

○
受
験
資
格
　
採
用
時
二
十
二
歳
以
上

　
二
十
八
歳
未
満
の
男
子
で
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
人
、

ま
た
は
卒
業
す
る
見
込
み
の
人
（
十

月
採
用
は
既
卒
者
に
限
る
）

○
詳
細
は
最
寄
り
の
駐
在
所
へ
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

　　　　　　　　　　　　　ロ
防火管理者　　　　　　　i　i　危険物取扱者試験
　　　　　　　　　　　　　ロ
　　資格付与講習会の実施i　i　　　準備講習会を開催
　　　　　　　　　　　　　ロ　十日町地域消防本部では、次の口　県では、7月29日　（水）に危険
　　　　　　　　　　　　　し　　ロ日程で防火管理者資格付与講習会i　i物取扱者試験を行いますが、県危
　　　　　　　　　　　　　コ　じを行います。　　　　　　　　　i　i険物安全協会では、それに備えた
◎講習日時　　　　　　　　　　　i　i受験準備講習会を行います・

　7月9日　（木）、10日（金）のi　i◎講習期日と会場
2日間、いずれも午前9時から午ii・6月23日から24日まで、小千谷
後4時まで。　　　　　　　　ii市民会館一乙種第四類
◎講習会場　　　　　　　　　　　i　i・6月24日から25日まで、長岡自

　十日町地域消防本部講堂　　　i　i治会館一乙種第四類
◎申し込み期間　　　　　　　　i　i・6月26日、長岡自治会館一丙種
　6月20日から30日までの間に、i　i◎講習対象
写真（上半身・横3cm、縦5cm）ii　乙種第四類および丙種危険物取
1枚と講習テキスト代2，400円をi　i扱者試験を受ける人
　　　　　　　　　　　　　ロ　し添え、十日町地域消防本部予防課ii◎受講料
あて申し込んでください。　　　i　i・危険物協会員・乙種3，000円、
※この講習会は、2日間受講しなi　i丙種2，500円
いと、資格を付与されない場合がi　i・非協会員・乙種4，500円、丙種
　　　　　　　　　　　　　じ　ロありますのでご注意ください。詳i　i3，500円
　　　　　　　　　　　　　ロ　ロしくは十日町地域消防本部（魯O　i　i◎申し込み期間
2575－7－1555）へおたずl　i　講習日の14日前から7日前まで
ねください。　　　　　　　　　　i　iに十日町地域消防本部予防課へ。
　　　　　　　　　　　　　：l
　　　　　　　　　　　　　I　1

　計量器の定期検査
　計量器は、計量法によって、3

年に1回の定期検査が義務づけら
れています。

　今年は、定期検査の年に当たり

ますので、次の日程によりいっせ

いに検査を行うことになりました。

　該当者には通知しますが、忘れ

ずにお出かけください。

　　　　日　程　表
期日 受付時間 場所 対象地区

6月25日 午前　午径
9：00～4．00

総合センター 千手

6月26日

午前

9：00～11：30
克雪センター 仙田

午鋒

1．00～4：00
上野ライスセ
ンター 上野

6肋日
午弟

9．00～11：30
橘ライスセン
ター 橘

1
9
9
1
1
5
0
1
■
U
1
9
1
魯
0
　
9
1
6
8
1
1
0
9
0
1
1
0
馨
O
I
O
l
o
O
I
巳
I
1
0
1
9
0
　
0
1
9
9
1
0
9
0
1
0
I
o
纏
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
体
相
互
の
連
絡
、
協
調

青
少
年
育
成
町
民
会
議
が
　
　
を
得
な
が
ら
・
青
少
年
の

　
　
　
　
　
設
立
さ
れ
ま
す
健
全
育
成
活
動
を
地
域
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
み
で
総
合
的
に
推
進
す

　
次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育
成
は
、

た
い
へ
ん
重
要
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、

関
係
機
関
や
各
種
団
体
な
ど
で
は
、
日

夜
い
ろ
い
ろ
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
必
ず
し
も
十
分
な
効
果
が
上
が
っ

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

青
少
年
の
健
全
育
成
は
、
町
民
一
人

一
人
の
認
識
と
実
践
活
動
に
よ
り
、
目

的
が
達
成
さ
れ
ま
す
。
関
係
各
種
機
関
、

保
護
司
が
替
わ
り
ま
し
た

　
先
月
号
の
八
ぺ
ー
ジ
、
　
「
伸
び
よ
う

伸
ば
そ
う
青
少
年
」
の
欄
に
掲
載
の
保

護
司
の
う
ち
、
田
中
久
之
さ
ん
（
下
原
）

が
川
崎
正
子
さ
ん
（
学
校
町
）
と
交
替

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

る
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
賛
同
さ
れ
る
方
を
募

り
、
七
月
十
二
日
（
日
）
に
川
西
町
青

少
年
育
成
町
民
会
議
を
設
立
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
六
月
中
旬
の
設
立

準
備
会
の
後
、
趣
意
書
な
ど
に
よ
り
あ

ら
た
め
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

心配ごと相談

・6月17日……克雪センター

・6月24日……総合センター

・7月1日……上野連絡所

・7月8日……橘出張所

◎4月1日付で、相談員が星

名憲三さんから平沢徳松さん

に替わっています。
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善

臨思

次
の
方
々
か
ら
善
意
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

囹
社
会
福
祉
の
た
め
に
と

※
田
口
寛
一
さ
ん
（
木
落
）
か
ら
二
万
円

※
東
北
電
力
電
気
友
の
会
か
ら
千
六
百
七
円

※
野
沢
秀
樹
さ
ん

※
南
雲
サ
ヨ
さ
ん

※
田
ロ
ミ
ツ
さ
ん

囹
遺
族
関
係
へ
と

※
茂
野
幸
雄
さ
ん

（
野
口
）
か
ら
五
万
円

（中

仙
田
）
か
ら
五
万
円

禾
落
）
か
ら
五
万
円

　
　
　
　
　
　
　
（
発
電
所
通
）
か
ら
一
二
万
円

囹
広
報
発
行
の
一
助
に
と

東
京
．
豊
島
区
に
お
住
い
の
小
林
荘
平
さ
ん
か
ら

一
万
円

　小・中学校の修理

建築組合がサービス

　川西町建築組合では、先月の11

日から13日までの3日間、町内の
小・中学校の修理を奉仕という形

で実施いたしました。

　今年は、豪雪のため修理か所も

多かったようです。　　　　　1
小脇分校の修理

羅：蝕顕鞭嶺敬透」熟寮X鐸£　た　を間貝へ
1主5月の交通事故発生件数き糞藷鷺莞発　東
餐　　　　　累計聾　需些嚢疫墾饗舅防北
籍件　数1（4）3（9）籍　　灯ま場春寄株犯電
1§傷　者1（4）4（9〉…1　棄茎誘零腫黍灯力

1妻翻lll羅1。辮珪鄭
懲O内は前年比較聲　設灯間カミ例贈
緊　　　　瀞　置＿の年轄3駕？3督鮮麟2鞭鵜苓変ぞ；5盛き：　　い　灯期先町

噂88川ll”1，Illl…oo8，0100・ol川lllll80861”llgll501。，o∂16195。，，1川1，，。，ol川，豊。lol川ll，，ol”』1．，，o轟Olllll998川ll。ll511魯OOloII川10”IllOOIIglol。Olo。1。oll”Ollllol曹IIOIll。llll巳Oll。。1画loooll8111”oI

学
卒
求
人
受
理
の
説
明
会

　
来
春
学
校
を
卒
業
す
る
人
を
対
象
と

す
る
求
人
受
理
が
、
七
月
一
日
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
、
求
人
申
し
込
み
方
法

等
の
説
明
会
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

◎
日
時

　
一
回
目

二
回
目

◎
場
所

六
月
十
八
日
（
木
）

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
一
二

時
三
十
分
ま
で

十
日
町
公
共
職
業
安
定
所

晴
内
謬

黒超＼　
　
　
1
覧
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
￥

　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
、

　
　
l
l
篭
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
、

　
　
8
曜
亀
監
、
、

故
で
事
料
通
無

交 のことなら…

“相談に応じます

●場所　新潟自動車保険請求相談セン

　ター・新潟市本町通7番町1082
　（魯0252－25－1851・2225）
●時間　午前9時30分～午後4時30分

　　　　（土曜日は正午まで）

●相談　専門の相談員による。毎週水

曜日午後1時から4時までは弁護士
が相談に応じます。

停電の　一
　　わ知うせ

・6月30日　（火）／午前9時30分

　から午後2時30分まで、赤谷．

　大倉．大白倉．小白倉．岩瀬．

．
一
三
一
…
一
…
…
～
一
一
喜
一
一
三
一
…
一
一
三
一
～
三
。
圭
三
…
一
一
｛
一
…
一
一
三
一
一
三
〇
一
亀
3
…
。
…
一
ξ
一
…
9
一
…
一
三
＝
三
一
。
一
ξ
一
曹
一
～
…
一
…
一
一
三
。
葦
｛
。
…
」
一
一
一
一
…
一
…
㌔
．
一
一
｛
…
．
一
…
一
一
．
～
亀
9
．
～
三
。
聯
．
御
一

勾
の
歯
の
集
団
治
療

小1．学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
歯
科
診
療
所
で
況

　
先
月
か
ら
毎
週
火
曜
日
に
・
町
内
の
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
患

小
学
生
を
対
象
に
し
た
歯
の
集
団
治
療
　
り

が
、
歯
科
診
療
所
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
歯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
小
学
生
百
人
の
う
ち
、
な
ん
と
九
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

三
人
が
む
し
歯
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▲「ぼくたちむし歯仲間です」

▼大久保先生休むヒマなし

川西町 中魚沼

小
槻
字
生

り患者率 931％ 94．1％

処置完了者率 28．3 264

未処置者率 64．8 6Z7

中
由
字
生

り患者率 8＆3 93．3

処置完了者率 31．9 36．4

未処置者率 56．4 56．9

※川西町の小学生1人当たりのむ

　し歯本数は5．2本、中学生では

　4．0本です。（乳歯＋永久歯〉
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隔ξE

乳ガンの

自己検査

乳
ガ
ン
は
、
女
性

ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ
ン

ス
に
原
因
が
あ
る
と

い
わ
れ
ま
す
。
特
に

　
　
　
　
初
潮
の
早

礪
か
っ
た
人
、

晩
婚
や
子

供
の
少
な

い
人
、
離

乳
の
早
い

人
な
ど
は
、

①
鏡
の
前
に
立
っ
て
両
手
を

下
げ
た
ま
ま
、
左
右
の
乳
房

の
大
き
さ
と
形
、
と
く
に
く

ぼ
み
や
ひ
き
つ
れ
が
な
い
か

ど
う
か
を
調
べ
る
。

③
あ
お
む
け
に
な
り
、
左
の

肩
下
に
う
す
い
枕
の
よ
う
な

も
の
を
あ
て
、
乳
房
が
わ
き

に
垂
れ
な
い
よ
う
に
し
て
か

ら
、
左
腕
を
頭
の
う
し
ろ
に

あ
て
、
右
の
手
の
平
で
、
乳

首
か
ら
半
分
を
内
側
か
ら
外

側
へ
、
上
か
ら
下
へ
軽
く
圧

迫
し
な
が
ら
ふ
れ
る
。

　
　
　
　
　
ふ
だ
ん
か
ら

早
期
発
見
に
心
が
け
ま
し

ょ
う
。
い
ち
ば
ん
多
く
発

見
さ
れ
る
年
代
は
、
四
十

歳
か
ら
六
十
歳
代
で
す
。

三
十
歳
を
過
ぎ
た
ら
毎
月

一
回
自
己
検
査
を
し
て
、

早
く
見
つ
け
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◇
乳
ガ
ン
の
症
状
　
乳
ガ

ン
の
症
状
で
い
ち
ば
ん
多

い
の
は
シ
コ
リ
で
す
。
痛

み
を
感
じ
な
い
た
め
に
初

②
両
手
を
あ
げ
て
、
同
じ
こ

と
を
調
べ
る
。

房てに下で位で④
にみ軽か’置はあ
もまくら乳に、と
おす圧上首置左半
こo迫’のき腕分
なこしわ内’をの
いれなき側右ご外
まをがのかのく側
す右ら下ら手自の
oのふの外の然検
　乳れ順側平の査

期
の
う
ち
に
気
が
付
か
ず
、
発
見
し

て
も
手
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
す
。

◇
乳
ガ
ン
の
で
き
る
と
こ
ろ
　
乳
ガ

ン
に
な
り
や
す
い
と
こ
ろ
は
、
乳
房

の
外
側
上
方
が
最
も
多
く
、
次
に
内

側
上
方
乳
首
付
近
、
外
側
下
方
、
内

側
下
方
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
自
己
検
査
の
方
法
　
し
こ
り
が
あ

っ
て
も
ガ
ン
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
乳

腺
炎
、
乳
腺
症
な
ど
の
良
質
の
も
の

が
多
い
の
で
、
し
こ
り
を
感
じ
た
ら

早
く
外
科
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

iヨ

骸
犠
葛
骸
骸
勘
塾
骸
犠
毎
犠
骸
犠

戸
籍
の
窓
か
ら

接
葛
曝
葛
葛
葛
犠
骸
骸
骸
犠
犠
骸

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（
㏄
縮

（
羅

（
襯

（
雛

（
顯

（
羅

（
雛

（
⑳
雛

品

庭
、

ず
ロ
翫
“
－
し

野
澤
岩
夫
野
口

篠
原
　
幸
子
十
日
町
市
か
ら

若
山
　
茂
男
　
新
町
新
田

村
山
　
明
美
　
中
里
村
か
ら

五
＋
川
清
沖
立

富
澤
　
寿
子
　
津
南
町
か
ら

丸
山
　
三
義
　
原
　
田

丸
山
　
姿
子
　
原
　
田
か
ら

北
村
良
二
中
央
町

村
山
由
美
子
十
日
町
市
か
ら

田
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三
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長
男
霜
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長
男
四
郎
兼

長
男
田
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町

二
女
下
原

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

水藏小小南野田
落品幡川雲澤口

政清亀ト哲秀博
一　藏メ治一
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橋
惣
八
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書

《
評
〉
　
「
い
た
ど
り
の
芽
の
紅
の
び
っ
し

り
と
」
　
「
甘
草
の
芽
の
と
び
と
び
の
一
と

拉
び
」
と
い
う
素
十
先
生
の
有
名
な
句
が

あ
る
が
、
こ
の
句
は
い
た
ど
り
の
い
ち
早

く
出
た
濃
い
紅
色
の
芽
の
美
し
さ
を
詠
っ

て
い
る
。
こ
の
句
は
び
っ
し
り
と
あ
っ
た

驚
き
と
美
し
さ
に
ひ
か
れ
た
と
い
う
一
旬

で
あ
る
。
　
「
若
葉
か
げ
春
耕
の
シ
ャ
ツ
た

だ
白
し
」
若
葉
と
春
耕
と
季
題
が
重
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
鑑
賞
に
よ
っ
て
そ
の

重
き
を
と
れ
ば
い
い
。
た
だ
白
し
と
だ
け

言
っ
た
こ
と
が
良
い
。


